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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にl
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としてのi

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めま
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま‐
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしま．
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしま‐
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなでg舌しあいきまりを守り明るいあびこにします

は
誇
或
す
す
す

’

め
市
の
行
政
に
関
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
、
日
頃
多
く
の

ご
意
見
。
ご
質
問
等
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
我
孫
子
市
に
転
入
し

て
来
た
方
か
ら
の
「
我
孫
子
市

の
市
民
税
は
他
市
と
比
べ
て
高

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
』
と

い
う
〃
市
民
税
〃
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
に
焦
点
を
あ
て
、

お
答
え
し
ま
す
。

住
民
税
は
、
住
ん
で
い
る
市

町
村
に
対
し
て
、
個
々
の
負
担

能
力
に
応
じ
て
分
担
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
性
格
の
税
金
で
、

「
均
等
割
」
と
「
所
得
割
」
の

街
に

次
に
所
得
割
は
、
前
年
中
の
収

さ
れ
ま
す
。
（
所
得
税
は
現
年
度

課
税
、
市
民
税
は
翌
年
度
課
税
が

原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
）

こ
の
場
合
の
所
得
は
、
一
般
に

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
謎
や
所
得

控
除
分
（
扶
義
控
除
や
社
会
保
険

料
控
除
）
な
ど
を
差
し
引
い
た
額

（
課
税
所
得
と
い
い
ま
す
）
に
税

合
計
額
で
算
定
さ
れ
ま
す
。
（
県

民
税
に
つ
い
て
は
市
民
税
と
同
時

に
課
税
さ
れ
ま
す
）

な
お
、
均
等
割
は
居
住
し
て
い

る
市
町
村
の
人
口
の
規
模
に
よ
り

表
１
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
市
民
税
の
税
負
担
に

我
孫
子
市
の
市
民
税
は
高
い
の
？

入
（
所
得
）
を
基
準
と
し
て
計
算

鰯鰯

我
孫
子
市
の
市
民
税
は
高
い
の
？

和
合
年

朔

ｰ

頓●

Z
霧

蕊
均等害Iの税額▼表1 率

を
乗
じ
て
算
出
し
、
所
得
割
の

税
率
は
税
法
に
よ
り
、
表
２
の
と

I

〃
眺
め
の
よ
い
街
に
暮
ら
し
た
い
″
そ
こ
で
、
市
で
は
市
民
や
雲
業
壱
の
皆
さ
ん
に
〃
景
観
づ

く
り
″
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
建
築
物
等
景
観
づ
く
り
の
て
び
き
」
を
作
成
。
計
画

や
設
計
の
際
に
、
景
観
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
新
た
に
設
置
し
た
景
観
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
と
も
に
、
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
皆

さ
ん
の
配
慮
や
工
夫
が
景
観
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
「
て
び
き
」
の
中
か
ら
、
参
考

と
な
る
景
観
づ
く
り
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
Ⅱ
都
市
計
画
課
Ⅱ
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＄
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■
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Ｑ
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Ｏ
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’ 工夫と配慮ご_ja
い

ノ

、 て

お
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
割
の
税
率
は
、
所
得
が
大

き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
大
き
く
な

っ
た
部
分
の
税
率
が
段
階
的
に
高

く
な
り
、
所
得
の
高
い
人
ほ
ど
多

く
の
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。し

か
し
、
毎
年
、
個
人
個
人
に

よ
っ
て
、
収
入
や
扶
養
家
族
等
に

よ
る
所
得
控
除
の
内
容
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
算
出
さ
れ
る
税
額
に

変
動
が
生
じ
ま
す
。

の
状
況
に
応
じ
て
算
出
さ
れ
、
こ

の
仕
組
み
と
税
率
は
、
全
国
す
べ

て
の
市
町
村
で
共
通
し
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
居
住
す
る
市
町
村
に

よ
り
、
住
民
税
額
の
高
い
安
い
と

規
模
に
応
じ
て
、
ま
た
、
所
得
割

１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
ｄ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
Ⅱ
０
１
１
日
Ⅱ
０
１
口

は
、
前
年
中
の
所
得
や
所
得
控
除

い
う
「
税
負
担
の
不
公
平
」
が
生
堂
表
２
所
得
割
の
税
宰

ま
ち
は
、
個
々
の
建
物
、
道
路
、

公
園
を
は
じ
め
、
自
然
や
文
化
、

歴
史
等
が
さ
ま
ざ
ま
に
か
か
わ
り

あ
っ
て
、
形
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
皆
さ
ん
の
つ
く
る

建
築
物
な
ど
（
建
築
物
、
土
地
の

区
画
形
質
の
変
更
、
工
作
物
、
広

告
物
等
）
は
、
ま
ち
の
景
観
を
つ

く
る
要
素
と
し
て
、
と
て
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
の
建
築
物
で
あ
っ
て
も

ま
ち
全
体
を
良
く
す
る
方
向
で
考

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

ま
ち
の
魅
力
を
豊
か
に
す
る
こ
と

繍
鱗
臓
艤
麟
隙
隙
臓
蕊
蕊
蕊
二

／
ケ
ー
ス
。
ス
タ
デ
ィ
ー
、

均
等
割
は
市
町
村
の
人
口
の

●

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
課
税
課
市
民

税
係
壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３

３
４
３
３
５
３
６
５

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

住
宅
や
商
店
を
つ
く
ろ
う
と
す

る
場
合
、
ど
ん
な
配
慮
や
工
夫
を

す
る
と
、
景
観
づ
く
り
に
役
立
つ

の
で
し
ょ
う
か
。

戸
建
て
住
宅
の
場
合
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
（
上
図
参
照
）
。

例
え
ば
、
周
囲
は
、
落
ち
着
い

た
感
じ
の
戸
建
て
が
建
ち
並
ぶ
住

/霧鴬
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ス
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二 ○ 白 ●

、蕊鳥篭蓬：

次
に
、
郊
外
の
沿
道
に
新
し
く

レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
こ
う
と
す
る
場 ’

合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
（
左

図
参
照
）

古
く
か
ら
あ
る
幹
線
道
路
沿
い

の
周
辺
に
は
神
社
や
屋
敷
林
の
緑

宅
地
で
す
。
隣
り
は
、
生
け
垣
で

庭
木
も
手
入
れ
が
良
く
、
近
く
に

緑
挫
く
鳥
の
き
え
ず
る
公
園
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
遊
び

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

落
ち
論
い
た
住
醗
境
を
守
り
、

周
囲
と
調
和
し
、
つ
な
が
り
の
あ

る
デ
ザ
イ
ン
で
、
よ
り
緑
豊
か
な

街
な
み
に
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
に
は
、
①
周
辺
と
調
和
す

る
屋
根
の
形
と
色
に
②
外
壁
は

落
ち
着
い
た
感
じ
の
色
に
③
花

木
な
ど
の
季
節
感
あ
る
植
栽
に

④
生
け
垣
の
連
続
性
を
大
切
に

⑤
玄
関
の
回
り
に
ゆ
と
り
を

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
、
景
観

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
り
げ
な
い
配
慮
で
、
ま
ち
に

緑
と
花
を
少
し
で
も
増
や
し
て
、

景
観
形
成
に
結
び
つ
け
ま
し
ょ
う
。

が
多
く
残
さ
れ
、
ま
た
昔
の
面
影

を
残
し
た
家
並
み
も
見
ら
れ
ま
す
。

周
辺
の
緑
や
ま
ち
な
み
と
の
調

和
を
図
り
、
沿
道
の
歴
史
性
を
ふ

ま
え
、
そ
の
雰
囲
気
を
高
め
る
よ

｜
換
雌
壁
帝
紳
識
症
》
詫
延
》
輌
景
唾
注
杵
垂
や
轆
卜
癖
恥
》
〉

為
（
市
街
化
区
域
内
で
の
Ｉ

５
０
０
師
以
上
の
開
発
、

４
戸
以
上
の
住
宅
、
中
高
一

層
の
建
築
等
）
に
つ
い
て
、
一

事
前
の
協
議
内
容
に
景
観
ロ

形
成
の
率
項
が
加
わ
り
ま
一

頭
前
協
識
の
際
に
、
景
一

す
。

槻
に
配
噸
し
た
良
好
な
開
一

発
や
建
築
と
な
る
よ
う
に

事
業
を
誘
導
し
ま
す
。

そ
の
際
、
景
観
づ
く
り
》
一

の
た
め
の
「
て
ぴ
き
」
に
一

戦
っ
て
い
る
チ
エ
ッ
ク
シ
日凸

ｌ
卜
に
、
景
観
に
配
恵
．
、

工
夫
し
た
事
項
を
記
入
し
｛

て
い
た
だ
き
ま
す
。
簡
単
ｌ

な
内
容
で
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

事前協議についてのお願いう
な
デ
ザ
イ
ン
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
①
駐
車
場
周

辺
を
緑
で
修
祭
②
設
備
類
は
建

築
物
と
一
体
的
に
計
画
し
、
周
辺

か
ら
直
接
見
え
な
い
よ
う
に
③

周
辺
と
調
和
す
る
屋
根
の
形
に

④
広
告
物
は
派
手
な
色
彩
は
控
え

建
築
物
と
あ
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
や

植
栽
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、

店
の
品
格
を
印
象
づ
け
る
⑤
通

り
か
ら
の
目
印
に
な
る
よ
う
入
り

口
を
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で
減
出
を

⑥
道
路
空
間
に
う
る
お
い
を
与
え

る
よ
う
に
建
築
物
の
周
囲
の
緑
化
を

⑦
派
手
な
素
材
や
色
彩
を
控
え
る

な
ど
の
創
意
工
夫
が
あ
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
商
店
（
商
業
ビ
と
、

集
合
住
宅
、
エ
場
を
含
め
、
建
築

物
等
の
察
観
づ
く
り
に
関
す
る
計

画
・
設
計
に
つ
い
て
、
お
聞
き
に

な
り
た
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
各
種
査
料

や
地
域
の
情
報
を
提
供
し
、
よ
り

良
い
景
観
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課

云
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
５
７
７

得
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

景
観
全
体
、
都
市
計
画
、

土
木
、
建
築
を
は
じ
め
、

緑
化
、
造
園
、
色
彩
・
デ

ザ
イ
ン
、
造
形
な
ど
、
幅

広
い
分
野
か
ら
景
観
に
配

慮
す
る
た
め
の
助
言
を
行

い
、
景
観
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

な
お
、
一
般
の
戸
建
て

住
宅
の
場
合
で
も
、
い
ろ

い
ろ
と
お
聞
き
に
な
り
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

同
様
の
相
談
を
受
け
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

’ －

－

島人と 共存すが る ま ち に

市町村の
人口規模

50万人以上の市

i0万人未満
5万人以上の市

5万人縦の市剛↑

市町村
民税

3,000円

2,500円

2,000円

県内市町村
の適用状況

千葉市､I鵬市

荊榔子市ほか22市

6市44町5村

県民税

1,000円

市民税

県民税

課税所得の段階

200万円以下の金額

200万円を超え700万円以勵繩

700万円を超える金額

700万円以下の金額

700万円を超える金額

税 率

3％

8％

11％

2％

4％
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を
、
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容
下
表
参
照

▼
入
居
資
格

①
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
方
（
婚
約
者
の
場

合
は
、
入
居
可
能
日
ま
で
に
婚
姻

を
し
た
旨
の
証
明
が
提
出
さ
れ
、

同
居
で
き
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る

方
）

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

④
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
母
子
向
け
住
宅
は
、
加
歳
未
満

の
子
を
扶
謹
し
、
市
の
発
行
す
る

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

▼
入
居
資
格
収
入
基
準
前
年
分

の
世
帯
の
所
得
が
、
第
１
種
住
宅

で
月
所
得
ｎ
万
５
０
０
１
円
以
上

四
万
８
０
０
０
円
以
下
、
第
２
極

－1

而
當
僅
碧
の
入
目
書
葛
婁

ノ、

申
し
込
み
…
９
月
２
日
（
月
）
か
ら
個
日
（
木
）
ま
で

住
宅
で
月
所
得
ｎ
万
５
０
０
０
円

以
下

▼
申
し
込
み
期
間
９
月
２
日

（
月
）
か
ら
狸
日
（
木
）
ま
で

※
申
し
込
み
期
間
に
応
募
者
が
な

い
場
合
に
は
、
引
き
続
き
募
集
を

行
い
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
。

▼
申
込
霧
配
布
期
間
・
場
所
９

月
狸
日
（
木
）
ま
で
、
施
設
建
設
課

及
び
各
支
所
に
用
意

▼
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

⑪
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
市
営
住
宅
入
居
調
書

③
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

（
続
柄
・
本
籍
地
及
び
筆
頭
者
氏

名
を
記
載
の
も
、
た
だ
し
、
外

国
人
の
方
は
、
外
国
人
登
録
済
証

明
書

四
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
義
務

’

教
育
修
了
後
の
方
で
、
学
生
を
除

き
全
員
の
分
を
提
出
）

＊
市
長
の
発
行
す
る
平
成
７
年
分

の
所
得
証
明
書
（
平
成
８
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
、
平

成
８
年
１
月
１
日
の
居
住
地
で
交

付
）＊

平
成
８
年
１
月
２
日
か
ら
市
営

住
宅
申
込
時
ま
で
に
雇
用
先
を
変

更
し
た
方
は
、
雇
用
月
か
ら
向
こ

う
１
年
間
の
給
与
支
払
見
込
書

（
申
請
時
ま
で
に
狸
か
月
以
上
変

更
後
の
雇
用
先
で
就
労
し
て
い
る

方
は
、
申
請
の
前
月
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
理
か
月
間
の
給
与
証
明
書
）

＊
非
課
税
証
明
書
＊
無
職
調
査

書
（
民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
）

＊
年
金
・
恩
給
受
給
者
と
生
活
保

謹
を
受
け
て
い
る
方
は
、
各
受
給

証
明
書
穴
ガ
キ
も
可
）

、
，
、
坐

⑤
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し

⑥
健
康
保
険
証
の
写
し
（
入
居
予

定
者
全
員
の
も
＠

ｍ
在
学
証
明
書
ま
た
は
、
学
生
証

の
写
し
（
高
等
学
校
、
大
学
、
短

期
大
学
、
専
門
学
校
、
予
備
校
な

ど
）

※
二
部
の
学
生
は
、
所
得
証
明
書
．

非
課
税
証
明
書
・
無
峨
調
査
書
の

い
ず
れ
か
を
必
ず
提
出

⑧
遠
隔
地
扶
養
者
が
い
る
場
合
は
、

事
実
を
証
明
す
る
も
の

※
そ
の
他
、
申
込
者
の
状
況
に
よ

っ
て
各
種
証
明
書
等
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
可
能
日
平
成
８
年
、
月

詔
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
施
設
建
設
課
市

営
住
宅
係
壷
（
唖
１
１
１
１
内
線

５
２
９
．
５
７
０

元
何
と
な
く
不
安
で
誰
か
に
相
談

し
た
い
が
、
相
談
で
き
な
い
、
相

談
す
る
相
手
が
い
な
い
な
ど
悩
ん

で
い
る
あ
な
た
、
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相

談
し
て
悩
み
を
解
消
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

／

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
を
開
設

で
悩
ま 〆 、

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
日
時
９
月
”
日
（
金
）
午

前
、
時
か
ら
正
午

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
問
い
合
わ
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
壷
（
蹄
）
５
２
３
３

▼市営住宅募集内容

I
家
庭
で
の
病
人
の
介
護
の
し
か

た
、
病
気
の
予
防
法
な
ど
、
健
康

で
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
必
要
な

知
識
と
技
術
に
つ
い
て
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
。
場
所
９
月
近
日
（
火
）

か
ら
即
日
（
金
）
午
前
、
時
か
ら
午

後
４
時
、
成
田
赤
十
字
病
院

▼
対
象
。
定
員
全
日
程
出
席
で

き
る
方
、
先
着
加
名

▼
参
加
費
５
０
０
円
（
教
材
費
）

※
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
し
く
は

成
田
赤
十
字
病
院
医
療
社
会
事
業

部
電
０
４
７
６
（
聖
２
３
１
１
内

線
５
０
２
へ

字
介
護
教

’
’

、
月
１
日
現
在
で
、
平
成
８
年

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
が
全
国

で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
行
う
国
の
重
要
な
統
計
調
査

で
、
全
国
７
０
０
万
の
事
業
所
や

企
業
の
産
業
、
従
業
者
な
ど
の
基

本
的
な
鱗
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎
査
料
と

平成8年事業所｡企業

統計調査にご協力を

し
て
利
用
さ
れ
、
民
間
に
お
い
て

も
事
業
計
画
の
策
定
な
ど
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

９
月
下
旬
に
調
査
員
が
各
事
業

所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
内
で
は
約
３
３
０
０

の
事
業
所
で
２
万
８
０
０
０
人
の

方
が
働
い
て
い
ま
す
。
（
右
表
参
照
）

▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
統
計
係

霊
（
唖
１
１
１
１
内
線
２
２
９
ま

た
は
壷
（
堅
）
０
５
７
７
（
直
通
）

▼平成6年事業所数と従業者数の上位産業
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
■
■
■
０
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ

-－

公共下水道事業

審議会委員を募集

こ
の
審
議
会
は
、
適
正
な
下
水

道
使
用
料
と
す
る
た
め
、
下
水
道

▼
募
集
人
員
２
名

▼
応
募
資
格
７
月
１
日
現
在

財
政
状
況
を
も
と
に
検
討
を
行
う
市
内
に
引
き
続
き
３
か
月
以
上

も
の
で
す
。
居
住
し
て
い
る
加
歳
以
上
で
、

公
共
下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
住
民
登
録
を
し
、
公
共
下
水
道

向
上
、
手
黄
沼
の
浄
化
、
環
境
の
を
使
用
し
て
い
る
方

保
全
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
こ
う
▼
選
考
方
法
選
考
委
員
会
に

し
た
公
共
下
水
道
の
も
つ
重
要
な
よ
る
論
文
審
査

役
割
か
ら
、
重
点
事
業
と
し
て
位
▼
審
議
会
の
開
催
回
数
お
お

置
付
け
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
む
ね
月
１
か
ら
２
回
程
度
（
平

下
水
道
を
、
整
備
、
維
持
、
管
日
開
催
）

理
し
て
い
く
た
め
に
は
、
常
に
事
▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ

業
の
能
率
的
管
理
に
努
め
る
こ
と
「
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
」
の

と
、
受
益
者
負
担
の
考
え
に
基
づ
意
見
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

ｊ
β
〆
９
可
４
■
室
夛

い
て
使
用
料
等
を
決
定
し
て
い
、
灘
繋
寵
匿
砿
囎
帆

市
で
は
、
公
共
下
水
道
に
お
必
要
が
あ
り
ま
す
。

け
る
使
用
料
に
つ
い
て
検
討
す
審
議
会
に
、
市
民
参
加
に
よ
る
業
電
話
番
号
を
明
記
し
、
９

る
た
め
、
平
成
８
年
度
か
ら
９
幅
広
い
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
ぬ
月
近
日
灸
・
必
着
）
ま
で
に

年
度
に
か
け
て
公
共
下
水
道
事
次
の
と
お
り
公
共
下
水
道
事
業
審
我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
下
水

業
審
議
会
を
開
催
す
る
予
定
で
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
道
課
霊
（
理
１
１
１
１
へ
郵
送

す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
持
参
。

市議会定例会を開催

平成8年第3回市議会定例

会は、9月10日(火)に開催さ

れ、一般質問は9月17日(火）

から19日(木)までの3日間を

予定しています。

本会議は、どなたでも自由

に傍聴できます。

詳しくは、議会事務局窓

(85)1111内線242へお問い合

わせください。

住宅名称

(団地）

小 暮

東我孫子A

東 我 孫 子 B

根古屋

日秀

※日秀団地は、家賃の3倍の月所得があれば申し込めます。

募集戸数

1種

1

1

1

2

2種

2

1

1

1

住宅種別

(タイプ）

一般住宅

(3DK）

一般住宅

(3DK）

母子向け住宅

(3DK）

一般住宅

(3DK）

母子向け住宅

(3DK）

一般 住宅

(3DK）

一般住宅

（3DK）

一般住宅

(3K）

家賃月額

(入居月家賃

～最終家賃）

46,000円

～48,000円

35,000円

～37,000円

33,000円

43,000円

33,000円

43,000円

33,000円

14,000円

所在地

高野山537の1

東我孫子1-9-18

東我孫子1-31-2

東我孫子1-31-1

中峠2998

日秀132
布
佐

竹
内
神
社

祭
礼
に
伴
う
交
通
規
制

９
月
叫
日
（
土
）
・
陥
日
（
月
）
皆
・
普
謁
日
行
わ
れ
ま

す
。

布
佐
・
竹
内
神
社
の
祭
礼
海
ま
で
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
期
間
中
の
交
通
規
制
は
、
上

９
月
型
日
主
）
か
ら
逓
日
（
月
）
こ
の
祭
り
に
伴
う
交
通
規
制
が
、
図
の
と
お
り
実
施
さ
れ
、
車
両

車両通行止

9月14日(±）④～◎12：30～15：30

9月16日（月）④～⑧19：50～21：30

通
行
止
め
道
路
は
、
緊
急
自
動

車
、
路
線
バ
ス
等
の
許
可
車
を

除
い
て
す
べ
て
通
行
禁
止
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
布
佐
駅
東
側
の
竹
内

神
社
か
ら
北
千
葉
揚
排
永
鍛
甥

ま
で
の
区
域
の
道
路
で
も
神
輿

だ
し

山
車
の
運
行
中
は
片
側
通
行
に

な
り
ま
す
の
で
、
当
日
は
現
場

の
指
示
に
従
っ
て
安
全
通
行
に

ご
協
力
く
だ
き
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察

署
壷
（
配
）
０
１
１
０

ビック●

●
玉
庄

’
●松島薬局

’

1位

2位

3位

4位

5位

車巣所数

卸売・小売業

サービス業

建設業

製造業

不動産業

1,407

1,088

335

203

171

従業者数

卸売・小売業

サービス業

製造業

建設業

巡輸・通信業

9,006人

8,960人

5,374人

1,992人

1,027人
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－
し
あ
わ
せ
学
級
一

こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
９
月
即
日
〈
金
）
午
後
０

時
釦
分
受
付
、
０
時
妬
分
か
ら
３

時
釦
分

▼
内
容
＊
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん
、

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」
＊
産

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）

▼
日
時
９
月
６
日
。
過
日
の
い

ず
れ
も
金
曜
日
午
前
９
時
卸
分
か

ら
ｎ
時
釦
分
（
開
始
、
分
前
に
は

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
内
容
妊
婦
体
操
、
妊
娠
中
の

生
活
・
歯
科
衛
生
・
栄
謹
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
錘
記

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級

一

健康ガイド
、

9月の日曜.休日当番医
し診療時間午前9時から午後5時

匡

蕊
し持参するもの保険証と診療費

日病･医院名

，驚寧濤焉零膳
|日平和台病院
柴田眼科

5日｜アビコ外科整形外科病院
石田医院

電話

88-3111

89-2471

89-1111

83－3030

84-7321

82-7151

88-3111

82－5403

82-8166

82-0150

89－1111

84-22111
82-18851

1日

▼
日
時
９
月
３
日
、
ｍ
日
、
Ⅳ

日
、
型
日
の
い
ず
れ
も
火
咄
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
応
分

か
ら
９
時
妬
分
．
：
平
成
８
年
５
月

生
ま
れ
（
通
知
し
ま
す
）
＊
午

前
９
時
緬
分
か
ら
、
時
釦
分
：
．
Ｏ

か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
菱
・
育
児
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

用
具
は
毎
回
バ
ス
タ
オ
ル
（
６

日
）
、
歯
ブ
ラ
・
ン
（
超
日
）

育
児
相
談

１
歳
ｅ
か
月
児
健
康
診
査

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

8日
、

15日

で我孫子聖仁 会病院
16日

~ ~ ー横山眼科医院

22日我孫子東邦病院
天龍堂クリニック

23日 平 和 台病院

2，.驚零員《毒管謄

22日

厩
瞬
謹
儘
皿

活
習
慨
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
、
も
う
一
度
父
親
・
母

親
の
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
９
月
５
日
（
木
）
・
哩
日

（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
巧
分
か

ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
７
年
２
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
問
診

票
・
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

▼
対
象
平
成
８
年
４
月
生
ま
れ
、

お
よ
び
生
後
墾
月
未
満
で
一
度
も

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
て
な
い
方

▼
日
時
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

…
９
月
３
日
（
火
）
＊
判
定
。
Ｂ

Ｃ
Ｇ
・
・
・
９
月
５
日
（
木
）
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
巧
分
か
ら
２
時
お
分

受
付

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の

と
お
り
骨
組
し
よ
う
症
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
市
内
在
住
の
女
性
で

平
成
８
年
度
中
に
弱
歳
（
昭
和

巧
年
４
月
１
日
か
ら
同
巧
年
３

月
型
日
生
ま
れ
）
お
よ
び
釦
歳

〈
同
型
年
４
月
１
日
か
ら
同
聖

骨
粗
し
よ
う
症
健
診
を
実
施

こ

つ29日

ク
リ
ン
反
応

判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

そ

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
猫
の
乳

幼
児
は
、
ポ
リ
オ
投
与
を
２
回
受

け
て
く
だ
き
い
・

▼
日
程
＊
９
月
”
日
（
火
）
。
：
１

回
目
投
与
（
平
成
８
年
２
月
以
前

生
ま
れ
）
・
２
回
目
投
与
（
８
年

５
月
型
日
以
前
に
１
回
目
投
与
の

方
）
＊
９
月
型
日
（
火
）
・
・
・
１
回

目
投
与
（
８
年
３
月
以
前
生
ま
れ
）

２
回
目
投
与
（
８
年
６
月
４
日
以

前
に
１
回
目
投
与
の
方
）

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、

６
週
間
以
上
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
後
１

蕊
嘔
靖
噂
望

一
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
３
月
幻
日
生
ま
れ
）
に
な
る
方

▼
日
時
、
月
８
日
（
火
）
・
９
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら
ｎ
時
鋤
分
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
釦
分

※
日
時
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す

▼
定
員
４
０
０
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
費
用
無
料

▼
持
参
健
診
通
知
ハ
ガ
キ

麻
し
ん
、
三
種
混
合
多
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
陸

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
住
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
巻

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

（
ボ
リ
オ
）
投
与

、

▼
日
時
９
月
ｍ
日
（
木
）
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
６
年
１
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導
、
フ
ッ
化
物
塗
布
（
希
望
者
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

〈
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
ー
ン
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

時
巧
分
か
ら
２
時
巧
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
き
い
。

▼
日
程
。
内
容
＊
９
月
把
日

（
水
）
：
．
貧
血
と
は
（
医
師
の
話
）

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
９
月
四
日
（
木
・

消
印
有
効
）
ま
で
に
湖
北
台
１

の
狸
の
お
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
生
年
月
日
は
正
確
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
保
健

セ
ン
タ
ー
壷
（
蔀
）
１
１
３
１

印
鑑

▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

接 種 ’個 別

貧
血
教
室

ム
シ
歯
予
防
教
室

麻
疹
（
は
し
か
）

風 三
種
混
合

一
癖
噸
》
一

日
本
脳
炎

予
防
接
種
名

し

ん

生
後
理
月
か
ら
卯
月
未
満
・
麻
疹
接
種
後
に
１

回
接
甑

生
後
３
月
か
ら
卯
月

及
び
１
期
追
加
（
１

※
百
日
せ
き
に
か
か

接
種

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
２
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
砿

生
後
廻
月
か
ら
卯
月
未
満
．
１
回
接
械

ｌ
対
象
年
齢

、
６
．
０
４
●
４
０
●
４
’
９
６
‐
９
４
４
９
，
９
４
６
，
０
０
↓
４
，
０
６
，
６
４
．
ｊ
●
９
４
’
９
１
・
↑
↓
’
？
０
６
，
↓
６
．
４
６
，
０
’
９
１
’
９
６
’
？
↓
’
，
，
↑
も
，
？
↑
’
？
～
６
．
９
４
，
９
６
４
１
７
７
９
６
６
．
＃
ｊ
９
１
６
，
１
６
，
９
４
，
４
６
４
’
？
～
も
一

一

一
健
康
メ
モ
⑬
瀬
珊
鮮
鰡
灘
噸
》
－
匪
峪
浄
陶
灘
蝋
瀦
繩
噸
坐
調
餓
》
鱸
一

一

参

一
令

物
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
失
格
と
成
分
で
も
、
一
定
鐙
以
上
服
用
す
う
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。
一

一
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
記
録
を
伸
な
り
、
そ
の
後
も
一
定
の
期
間
、
る
と
陽
性
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
肉
体
を
鍛
え
一

一
ぱ
し
、
競
技
に
勝
つ
た
め
、
あ
大
会
出
場
の
権
利
を
失
い
ま
す
。
や
は
り
禁
止
薬
物
に
な
っ
て
い
る
て
そ
の
結
果
を
争
う
も
の
で
す
一

一
る
い
は
減
逓
目
的
な
ど
で
、
薬
対
象
に
な
る
薬
は
、
典
撫
剤
、
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
が
肝
か
ら
、
薬
を
不
正
に
使
っ
て
記
一

一
物
を
不
正
に
使
用
す
る
こ
と
を

録
を
上
げ
る
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ー

霧
シ
グ
達
舞
劃

蒙
診

参

一
ド
ー
ピ
ン
グ
と
言
い
ま
す
。

一
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
始
め
、
ス

ー
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
で
は
、
厳
し
麻
薬
、
タ
ン
パ
ク
同
化
ホ
ル
モ
ン
要
で
す
。
体
を
掘
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

一
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
理
（
筋
肉
増
強
型
、
利
尿
剤
感
ド
ー
ピ
ン
グ
に
よ
っ
て
一
時
的
ス
ポ
ー
ツ
は
、
あ
く
ま
で
も
今一

一
由
は
薬
物
が
選
手
の
健
康
を
害
２
刺
激
剤
（
ぜ
ん
そ
く
治
療
剤
）
に
運
動
能
力
が
向
上
す
る
こ
と
が
正
々
堂
々
と
戦
い
た
い
も
の
で

一
な
が
る
か
ら
で
す
。
療
用
以
外
に
手
に
入
れ
る
こ
と
は
呼
吸
抑
制
、
肝
臓
機
能
障
害
、
女
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
一

し
、
時
に
は
死
亡
事
故
に
も
つ
な
ど
で
、
日
本
で
は
、
病
気
の
治
あ
り
ま
す
が
、
精
神
障
害
、
幻
覚
、
す
。

一
競
技
が
終
わ
る
と
、
選
手
の
で
き
ま
せ
ん
。
性
の
男
性
化
現
象
、
ぜ
ん
そ
く
、
師
会
容
（
配
）
５
５
２
５

一一

Ｆ
６
４
ｊ
９
１
，
，
９
０
’
９
９
６
４
４
６
６
．
４
６
６
６
，
，
？
１
９
１
，
９
．
９
４
．
９
↓
６
，
↑
↑
０
６
４
．
９
＃
４
４
４
４
４
，
０
・
↑
１
１
０
↓
６
１
１
’
９
↑
９
９
６
６
６
４
６
↓
４
６
４
ｉ
Ｉ
６
ｉ
４
４
６
Ｉ
Ｉ
Ｌ

肩
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

▼
日
時
９
月
３
日
か
ら
画
日
ま

で
の
毎
週
火
雌
日
、
９
月
妬
日

（
木
）
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
受
付

１
時
釦
分
か
ら
３
時

▼
内
容
肩
こ
り
腰
痛
予
防
の
体

操
、
栄
菱
の
話
し
、
個
別
相
談
他

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

体
操
＊
９
月
躯
日
（
水
）
：
．
貧
血

予
防
の
食
事
（
栄
義
士
の
話
）
、

貧
血
子
防
食
の
試
食
、
体
操

▼
時
間
午
後
１
時
受
付
、
午
後

１
時
釦
分
か
ら
３
時
釦
分

▼
定
員
先
着
釦
名

▼
持
参
華
記
用
具
、
健
康
手
帳

▼
申
し
込
み
電
話
で
９
月
、
日

（
火
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

’
一
眉
こ
り
。
腰
痛
教
室
一

肩
こ
り
。
腰
痛
教
室

月
未
満
・
１

１
回
）
接
獅

か
つ
た
人
は

接
種
回
数

１
期
初
回
（
３
回
）

極は
、
二
弧
混
合
を

▼
日
時
９
月
、
日
（
火
）
午
後
０

時
妬
分
か
ら
１
時
蛎
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
５
年
６
月
１
日
か

ら
釦
日
生
ま
れ
（
該
当
児
に
は
通

知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿

３
歳
児
健
康
診
査
票

一
療
育
相
胤
唾

▼
日
時
９
月
配
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
廼
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

鳥
旧
儂
震

一
柏
保
健
所
か
ら

新
婚
家
庭
の
主
婦
や
妊
婦
を
対

象
に
、
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
調
理
実
習
を
し
ま
す
。

▼
日
時
９
月
”
日
（
金
）
午
前
９

時
受
付
、
９
時
釦
分
か
ら
正
午

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

２

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

食
（
お
に
ぎ
り
等
）

▼
参
加
費
３
０
０
円
（
材
料
代
）

療
育
相

ｓ
歳
児
健
康
診
査

~、

す
ご
や
か
栄
養
教
室

▼
日
時
９
月
釦
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、

寝
返
り
が
遅
い
、
そ
り
返
り
が
強

い
、
歩
か
な
い
な
ど
発
達
の
遅
れ

が
心
配
な
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

保
健
指
導
課
へ
（
予
約
制
）

▼
日
時
９
月
、
曰
く
火
）
午
後
２

察
、
保
健
婦
に
よ
る
指
導
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
義
士
が
、
食

事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
や

献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

高
血
圧
な
ど
で
食
事
療
法
が
必

要
な
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
９
月
釦
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

乳
幼
児
発
達
相
談

栄
養
相
談

柏
市
柏
２
５

壷
へ

67
ー

1

2

5
5 5

P

▼
日
時
祝
日
を
除
く
平
成
９
年

３
月
ま
で
の
毎
月
第
１
か
ら
第
４

金
曜
日
午
後
２
時
か
ら
４
時
受
付

▼
対
象
糖
神
病
、
精
神
神
経
症

な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
精
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
蛎
託
医
に
よ

る
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

諏
舗
灘
織

者
康
管
理
の
指
導
や
、
育
児

導
相
談
を
し
て
い
た
だ
く
方

指
を
募
集
し
ま
す
。

問
▼
応
募
資
格
保
健
婦
ま

嚇
た
は
助
産
婦
の
査
格
を
有

産
す
る
方
（
年
齢
は
問
い
ま

妊
せ
ん
）

●児
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ

生
せ
電
話
で
柏
保
健
所
保

鰯
健
鑿
鑿
壷
１
２
５

’
５
へ

心
の
健
康
相
談‐

夜間の急病のときは

言上蛮受丑(Sｱ)1141
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９
月
は
、
動
物
愛
謹
週
間
（
９

月
加
日
か
ら
泌
旦
・
今
回
は
、

こ
の
週
間
に
ち
な
み
、
動
物
た
ち

の
心
温
ま
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
猫
た
ち
を

救
う
犬
今
イ
リ
ッ
プ
・
ゴ
ン
ザ

レ
ろ
＊
猫
た
ち
の
隠
き
れ
た

生
活
（
エ
リ
ザ
ベ
ス
．
Ｍ
・
ト
ー

マ
ろ
＊
幸
を
つ
か
ん
だ
犬
た

起
よ
と

峰
建
蝿
輌
銅
埜
巌
酔
譲
錯
士
力
》

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
自
然
誌
（
加

藤
秀
弘
）
＊
動
物
は
世
界
を
ど

う
見
る
か
（
鈴
木
光
太
郎
）
＊

小
動
物
の
上
手
な
飼
い
方
＊
猫

莪
田
檸
）
＊
一
三
１
ヨ
ー
ク

の
犬
た
ち
（
兵
藤
ゆ
き
）
＊
母

ｅ
垂
ｒ
（
岡
田
昇
）

馬
阿
個
な
し
会
一

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
楽
し
い
お

話
。
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
、
友
だ
ち
と
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
９
月
５
日
（
木
）
、
画

態
市
民
図
薔
館

謬
湖
北
台
分
館

態
布
佐
分
館

態
移
動
図
書
館

図
窪
案
内

寡
動
物
た
ち
の
こ
と
を
知
ろ
う
』

昏
図
書
館

だ
よ
り

な
し

壷
（
副
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
胡
）
１
３
１
１

蚕
（
印
）
０
９
０
９会

◎
湖
北
台
分
館
Ｉ
水
墨
画
Ｉ

今
回
は
、
湖
北
地
区
公
民
館
で

活
動
し
て
い
る
長
寿
大
学
「
水
墨

画
ク
ラ
ブ
」
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
力
作
を
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
布
佐
分
館
Ｉ
油
絵
Ｉ

▼
作
品
。
作
者
＊
肖
像
画
（
故

岡
田
武
松
氏
：
、
号
）
＊
風
景
。
：

（
８
号
）
＊
静
物
（
８
号
）
…
い

ず
れ
も
作
者
は
故
石
井
三
郎
氏

日
（
木
）
：
．
市
民
会
館
第
４
会
議
室

＊
９
月
理
日
（
木
）
、
郡
日
（
木
）
…

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
４
時
か

ら
４
時
釦
分

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ

そよかせ号(:書館:)9月の日程(蕊）
曜日|日Iｽﾃｰｼｮﾝ名I場所

≠,#|;"､,≦．…"。
北|湖北地区公民館
峠|中峠亀田谷公園

§｜平和台布佐南近隣センター木
’91新木野新木児童公園

金|;'4《竜識墨書葱蝿鰯
水際鑿蕊溌蕊3児婁鯛

*％皐駕,舅撫,,撫
田台田池尻公園口

金鵬《し卿東急ｼ・，ピﾝグｾﾝﾀー襄
戸根 戸近隣センター

時間（午後）

1:20～1:50

2:10～2:40

3:00～4:00

2:00～2:40

3:00～4:00

2:00～2:45

3:00～4:00

2:00～2:50|

3:10～4:00

1:30～2:15

2:30～3:00

3:20～4:00

2:00～2:40

3:00～4:00

１
１

4
●

18
水

’
5
回

19
木

金’ ；’ 市
で
は
、
結
核
、
肺
が
ん
な
ど

の
呼
吸
器
系
疾
患
や
心
臓
肥
大
な

ど
の
心
臓
、
血
管
系
疾
患
の
早
期

発
見
の
た
め
、
下
表
の
と
お
り
、

胸
部
Ｘ
線
検
交
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
如
歳
以
上
の
方
を
対
象

_卜
※
作
品
提
供
者
は
石
井
常
太
郎
氏

（
布
佐
）

圏
展
示
期
間
９
月
５
日
（
木
）
か

ら
、
月
１
日
（
火
）
ま
で

-［市民図書館読書講演会「金子みすぎの世界」 ｌ
図
書
館
で
は
、
幻
の

銅
童
謡
詩
人
と
い
わ
れ
た

程
〃
金
子
み
す
ざ
〃
の
世

》
界
に
つ
い
て
の
講
演
会

ソ
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

》
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詞
▼
日
時
・
場
所
９
月

５
日
（
木
）
午
前
、
時
か

密
ら
正
午
、
市
民
会
館

認
▼
定
員
先
着
１
０
０

窄
名
（
入
場
無
料
）

賑
▼
講
師
矢
崎
節
夫

言
（
児
童
文
学
作
家
）

国
▼
問
い
合
わ
せ
市
民

頤
図
書
館
壷
（
錘
）
１
１
１

『
Ｉ
０

総
繊
綴
》
謬
購
蝋
鋤

１
５

．
Ⅱ
０
，
ｎ
ガ
ム

水

掴
・
妬

木

昭
。
”

金

に
、
喀
疾
検
査
も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
狙
歳
以
上
の
方
（
対

象
者
に
は
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
）

※
受
診
券
は
、
各
会
場
に
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
券
が

▼結核・肺がん検診日程
座講成 年 度 市 大 学 放民 開平 8

↑ 場 所日程

身近でありながら、奥の深い女と男の関係

をアカデミックな立場から学んで見ませんか。

川村学園女子大学で「未来社会の女と男」

をテーマに開放講座を行います。

皆さん、ぜひご鋤ﾛください。

，日時･内容下表参照

し場所川村学園女子大学

，対象一般成人

し受講料無料

，申し込み。問い合わせハガキに住所

名、年齢、電話番号、出席希望日及び「

大学開放講座希望｣を明記し、9月6日

消印有効）までに我孫子1684教育委員会

教育課冠(85)1151へ

下新木自治会集会所9月12日(木）

嚇
鱗
灘
糠
診
溌
蕊
施

13日(金） 保健センター氏
祇
嶮
》

18日(水） 第四小学校

19日(木） 根戸近隣センター

な
い
場
合
に
は
、
直
接
、
会
場
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
＊
午
前
の
部
…
９

時
訓
分
か
ら
ｎ
時
鋤
分
＊
午
後

の
部
…
１
時
か
ら
３
時

▼
注
意
事
項
肌
着
は
ボ
タ
ン
類

20日(金） 湖北地区公民館

、▼川村学園女子大学開放講座日程
25日(水） 保健センター

|時間’ 講師名(専攻）座日程 時間 講 名
26日(木） 布佐南小学校

’
やす

栗原泰子

(幼児教育学）

女性・保育・仕事

一幼児教育を考える－

9月21日

（土） 27日(金） 西消防署つくし野分署

各
日
と
も
午
後
１
時
訓
分
か
ら
３
時
加
分

な座いざわさちこ

生井澤幸子

(経済地理学）

9月28日

（土）

主婦の空間・主婦の時間

一時間地理学へのいざない－

30日(月） 市民
今
云 館 忠|津;醗認

の
な
い
も
の
、
上
着
は
す
ぐ
に
脱

げ
る
も
の
を
着
用
し
、
ネ
ッ
ク
レ

ス
や
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
は
さ
け
て
く
だ

き
い
・

※
職
場
や
学
校
等
で
検
査
を
受
け

た
方
、
受
け
ら
れ
る
方
へ
ま
た
、

妊
娠
中
や
そ
の
可
能
性
の
あ
る
方

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
１
１
３
１

10月2日(水） 天王台北近隣センター

|鑿＃悦子
（発達心理学）

発達心理学におけるジェンダーという謎

一男であること・女であることの心理一

10月5日

（土）
4日(水） 布佐市民センター本館

さなえ

坂口早苗

(保健衛生学）

7日(月） 保健センター
10月12日

（土）

セクシュアリティ

ー性教育との取り組みから－’ ’ 8日(火） 中央公民館
｜

’

’
ひ ら <

市川比良久

(分子生物学）

10月26日

’（土）

女と男のちがい

一人体の科学的考察から－
9日(水） 並 木小学校

よし

，田 中淑 子

|(ｲギﾘｽ文学）
▼
職
種
・
受
験
資
格
＊
生
活
指

導
員
（
１
名
）
…
昭
和
妬
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
高
校
卒
以

上
で
、
２
年
以
上
糖
神
薄
弱
者
の

福
祉
に
関
す
る
事
業
に
従
事
し
た

方
、
専
修
学
校
卒
（
見
込
み
）
で
、

社
会
福
祉
に
関
す
る
学
科
を
専
攻

し
た
方
、
短
大
卒
（
見
込
曇
以

上
で
、
社
会
福
祉
、
心
理
学
、
教

育
学
、
社
会
学
の
学
科
を
専
攻
し

た
方

＊
看
謹
婦
（
２
名
）
…
昭
和
蝿
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

※
申
し
込
み
等
詳
し
く
は
、
同
組

合
事
務
所
（
柏
市
役
所
第
１
庁
舎

４
階
）
壷
（
壁
５
２
５
１
へ

11月2日

（土）
中部地区

｜『ジエイン･エア』にみられる女性の生き方
’

薑｢雲~塵１
１ ’

’
ことうやすひろ

古藤泰弘

(情報社会論）

11月9日

（土）
峨情縁〃社会をヒューマンに生きる

ZL=｣蟇’
とおる

透

学）

ヨーロッパ近代と性
■

－文明史論的アプローチの再検討一

松井

（歴史

11月16日

（土）
事務組合

一
⑦
③
愚
⑳
⑳
③
①
②
①

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限

ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
冷
蔵
庫
〈
田
山
壷
（
鍵
）
２
１
８

兵
Ｊ
〉▼

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

口ダ
ム
の
水
が
ピ
ン
チ
で
す
。
皆
ざ
ん
、

節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

短歌 俳句
山本寛太選 染谷杲径選

ら
く
ご
か
え
あ
垣
せ

落
伍
せ
ぱ
還
る
日
な
き
を
あ
へ
ぎ
つ
つ
我
児
背
に
越

え
し
北
蕊
け
し

小
野
康
子

峰
塞
に
鐸
み
て
誇
織
弾
の
ベ
ン
を
抜
く
訓
練
つ
け
し

は
錨
の
密
田
口
手

お
神
楽
の
雌
子
の
リ
ズ
ム
テ
ン
ポ
よ
く
子
ら
浴
衣
着

だ
し

て
山
車
の
綱
引
く
須
田
博

ひ

白
内
障
の
手
術
受
け
来
て
池
に
泳
ぐ
鯉
の
緋
の
色
さ

や
か
な
る
見
ぬ
奥
理
吏
江

朝
ま
だ
き
す
で
に
日
ざ
し
の
暑
き
沼
に
噴
水
を
待
つ

霧
ら
屋
三
谷
空

台
風
の
過
ぎ
去
り
し
あ
と
の
わ
が
庭
に
く
ち
な
し
の

一
一
』

花
白
く
咲
き
初
む
小
出
礼
子

か
ら
あ
い
な
ど

あ
ぢ
さ
ゐ
の
乾
ぴ
し
花
は
か
す
か
な
る
藍
の
名
残
り

を
夏
陽
に
さ
ら
す
須
釜
責

た
聖

亡
き
友
の
み
霊
の
か
へ
る
初
盆
に
夢
に
い
で
ま
せ
語

り
あ
か
さ
ん
奨
田
つ
ゆ
子

ひ
と
す
じ

涜
諄
釜
を
琴
て
一
秀
月
の
さ
し
く
る
一
一
面

忌
の
帰
路
公
手
孝
嗣

蕊
称
管
か
う
す
れ
霊
も
沼
嘉
ま
扇
澆

は
し

み
ぬ
関
口
静
江

ゆ
き
す
ぎ
て
会
釈
し
て
ゆ
く
日
傘
か
な
松
浦
白
梅

ね
じ
花
や
右
左
あ
り
自
由
な
り
宮
腰
多
加
雄

旅
装
解
き
明
日
刈
る
稲
田
一
巡
す
野
口
こ
う

錘
峰
の
蝦
な
る
父
の
夏
帽
子
青
山
陽
子

そ
よ
り
と
も
せ
ず
に
秋
立
つ
草
の
迩
壁
谷
千
鶴
子

§

盆
蹄
り
父
の
形
見
の
柾
目
下
駄
泉
蛍
久
子

初
蝉
や
こ
だ
ま
は
森
に
湖
に
公
手
孝
嗣

か
な
か
な
や
バ
ス
待
ち
合
わ
す
共
稼
ぎ
萩
谷
日
出
夫

風
鈴
に
草
の
匂
い
の
風
と
ど
く
柴
橋
紀
代

来
て
見
た
る
噴
水
吹
か
ず
風
吹
か
ず
三
谷
和
夫

の
き
は

軒
端
に
は
風
の
あ
る
ら
し
釣
り
忍
ぶ
田
中
栄
太
郎

盆
栽
の
葉
水
の
光
り
秋
の
蝉
有
馬
尚
二

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ナ
ー

掲
戦
は
市
民
生
活
課
へ
ご
連
絡
を
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
壷

露
）
１
１
１
１
内
線
３
２
９

’
｜
’



錫 び
ー

ｰ(5)1996 第932号
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お
子
さ
ん
に
も
大
人
に
も
喜
ば
れ
る
コ
ロ
ッ
ケ
。
た
ま
に

は
目
先
を
か
え
て
、
牛
肉
を
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
お
店
で

買
う
物
と
は
ひ
と
味
ち
が
う
手
作
り
コ
ロ
ッ
ケ
に
、
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
牛
肉
コ
ロ
ッ
ケ
〉

！

一
一 一

錨

夜
間
通
行
中
、
歩
行
者
や
自

転
車
に
と
っ
て
、
車
や
バ
イ
ク

等
の
ラ
イ
ト
は
大
変
ま
ぶ
し
い

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
自
分
の

姿
が
運
転
者
に
良
く
見
え
て
い

る
も
の
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

車
や
バ
イ
ク
等
の
ラ
イ
ト
は
照

ら
す
範
囲
が
限
ら
れ
、
歩
行
者

や
自
転
車
を
発
見
す
る
の
が
昼

間
に
比
べ
難
し
く
な
り
ま
す
。

夜
間
の
安
全
は
、
運
転
者
に

い
ち
早
く
自
分
の
存
在
を
認
識

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
の
こ
と
を
守
り
、
交
通
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
自
転
車
は
夜
間
必
ず
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
、
反
射
腕
章
等
を
つ

け
て
乗
り
ま
し
ょ
う
。
②
自
転

車
後
部
の
反
射
器
や
反
射
テ
ー

プ
等
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
交
通

安
全
協
会
壷
（
壁
８
１
４
１

圃
圓
（
４
～
５
人
分
）

／ 、

ジ ャ ガ イ モ 中 5 個

牛肉 3 0 0 9

ニンニク1～2カケ

玉ネギ中1個

卵1個

固形コンソメ1個

カレー粉､パン粉､小麦粉／ ②
⑥
③
③

９１

味
＊
じ
＊
ま
＊
ん

、

囮
回
国

①
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
蒸
し
て
皮
を
む

き
、
つ
ぶ
す
。

②
一
ラ
ニ
ク
を
細
か
く
切
っ
て
サ

ラ
ダ
オ
イ
ル
で
妙
め
、
細
か
く
切

っ
た
牛
肉
を
加
え
、
さ
ら
に
玉
ネ

ギ
の
薄
切
り
を
入
れ
て
妙
め
る
。

③
全
体
に
火
が
通
っ
た
ら
カ
ッ
プ

半
分
の
水
ま
た
は
お
湯
を
加
え
、

塩
と
刻
ん
だ
固
形
ス
ー
プ
を
入
れ

る
。
次
に
、
粉
末
に
な
っ
た
カ
レ

ー
粉
を
大
さ
じ
１
杯
程
度
入
れ
る

今
年
ｎ
月
、
柏
市
に
開
設
さ
れ

る
千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、

女
性
団
体
な
ど
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
や
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
事

務
に
従
事
す
る
嘱
託
職
員
（
レ
フ

ァ
レ
ン
サ
ー
）
を
、
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
２
名

’ 千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
嘱
託

職
員
（
レ
フ
ァ
レ
ン
サ
ー
）
募
集

(千葉県警察本部）千葉県警察

特 別捜査

官を 募集 戸塚勝子さん
（天平台）

（
好
み
に
よ
り
加
減
す
る
）
。

の
③
の
水
分
が
少
し
残
っ
て
い
る

う
ち
に
、
①
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
よ

く
混
ぜ
合
わ
せ
俵
形
に
固
め
る
。

こ
の
時
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
妙
め

た
具
を
温
か
い
う
ち
に
混
ぜ
る
。

⑤
④
に
小
麦
粉
、
卵
、
パ
ン
粉
の

順
で
こ
ろ
も
を
付
け
、
１
７
０
度

か
ら
１
８
０
度
の
サ
ラ
ダ
オ
イ
ル

で
揚
げ
、
き
つ
ね
色
に
な
っ
た
ら

で
き
あ
が
り
で
す
。

〈
一
口
メ
モ
〉

＊
①
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
生
ク
リ
ー

ム
を
加
え
る
と
、
ま
る
や
か
な
味

に
な
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、
い
た

み
や
す
く
な
り
ま
す
）

＊
②
で
具
を
妙
め
る
際
、
バ
タ
ー

を
使
う
と
、
よ
り
コ
ク
が
で
ま
す
。

▼
職
務
内
容
情
報
等
の
提
供
、
歴
書
（
ラ
イ
カ
版
貼
付
）
お
よ
び

相
談
等
の
対
応
、
蔵
書
の
管
理
等
「
女
性
の
社
会
参
画
に
関
す
る
」

▼
応
募
資
格
女
性
で
次
の
要
件
意
見
・
提
言
等
を
４
０
０
字
詰
め

を
満
た
す
方
①
司
書
資
格
を
有
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め
、

す
る
者
、
②
図
書
館
等
で
レ
フ
ァ
９
月
加
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
〒

レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
た
経
２
７
７
拍
市
柏
の
葉
４
の
３
の
１

験
を
有
す
る
者
（
財
）
千
葉
県
青
少
年
協
会
壷
輌
）

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
履
８
６
０
０
へ

▼
職
種
①
財
務
捜
査
官
②
国

際
捜
査
官
③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯

罪
捜
査
官

▼
募
集
人
員
い
ず
れ
も
若
干
名

▼
受
付
期
間
９
月
２
日
（
月
）
か

ら
、
月
ｎ
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

▼
試
験
日
ｎ
月
２
日
主
）

▼
試
験
科
目
教
養
試
験
・
専
門

試
験

▼
試
験
会
場
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
美
浜
区
）

▼
処
遇
幹
部
警
察
官
と
し
て

採
用

※
受
験
査
格
等
詳
し
く
は
、
〒

２
６
０
千
藥
市
中
央
区
市
場
町

１
の
２
干
葉
県
警
察
本
部
警
務

課
任
用
係
電
０
４
３
（
２
２
５
）

５
０
８
８
へ

い
じ
め
、
非
行
、
学
校
を
欠

席
し
が
ち
な
ど
、
児
童
・
生
徒

の
教
育
や
生
活
面
に
関
す
る
悩

み
で
お
困
り
の
方
は
、
巡
回
教

巡回教育岨談を開催

日時：9月20日(金)午後1時から
場所：市民会館

手
賀
沼
花
火
大
会

手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を
込
め
、

８
月
３
日
（
主
、
我
孫
子
市
、
柏

市
、
沼
南
町
の
２
市
１
町
合
同
に

よ
る
「
手
賀
沼
花
火
大
会
」
が
、

手
賀
沼
公
園
沖
湖
上
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

青
相
談
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
加
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
４
時
釦
分

▼
場
所
市
民
会
館

▼
内
容
長
欠
問
題
、
進
路
問

題
、
い
じ
め
、
怠
学
、
非
行
、

親
子
関
係
、
交
友
関
係
、
異
性

関
係
な
ど
の
生
活
全
般
、
及
び

教
育
に
関
す
る
こ
と

▼
対
象
悩
み
を
持
つ
児
童
・

生
徒
の
保
謹
者
、
教
職
員

▼
相
談
方
法
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
の
個
別
面
談

※
相
談
は
継
続
し
て
受
け
ら
れ

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
員
教
育
相
談
の
専
門

家
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話
で
９
月
四
日
（
木
）
午
後
５

時
ま
で
に
教
育
委
員
会
教
育
研

究
所
壷
（
理
４
６
０
０
へ

※
た
だ
し
請
土
・
日
曜
日
、
振

替
休
日
を
除
く

湖
面
を
彩
る
水
車
花
火
に
う
っ
と
り

あ
び

こ

あ
れ

客
か
ら
は
〃
残
念
″
と
の
た
め

息
が
で
る
一
幕
も
。
こ
の
日
は
、

８
月
と
し
て
は
気
温
も
お
度
と

涼
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、

夏
の
風
物
詩
を
楽
し
も
う
と
、

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

千
葉
県
立
野
田
看
謹
専
門
学
校

で
は
、
平
成
９
年
度
入
学
の
看
謹

学
生
の
募
集
（
推
薦
入
学
試
験
）

を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員
①
第
１
看
謹
学
科

（
３
年
課
程
）
②
第
２
看
謹
学

科
（
２
年
課
程
）
い
ず
れ
も
哩
名

程
度
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
推
薦
の
要
件
下
表
参
照

▼
試
験
日
時
ｎ
月
晦
日
（
金
）
午

前
９
時
か
ら

▼
試
験
会
場
県
立
野
田
看
謹
専

門
学
校

▼
試
験
科
目
小
論
文
面
接

▼
受
験
料
３
０
０
０
円

▼
願
奮
受
付
如
月
幻
日
（
月
）
か

ら
お
日
（
金
・
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
推
薦
者
（
学
校
長
ま
た
は
施

設
長
）
が
全
志
願
者
分
を
一
括
し
、

「
第
１
看
謹
学
科
ま
た
は
第
２
看

〉 〈大
会
は
、
午
後
７
時
の
時

報
を
合
図
に
、
３
会
場
か
ら

同
時
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
予

定
で
し
た
が
、
夕
方
か
ら
降

り
だ
し
た
小
雨
混
じ
り
の
雨

模
様
の
影
響
で
、
打
ち
上
げ

を
５
分
繰
り
上
げ
て
開
始
。

本
来
、
夏
の
夜
空
を
美
し

く
彩
る
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
尺

玉
な
ど
光
の
芸
術
も
、
あ
い

に
く
の
天
候
で
か
す
み
、
観

か
ら
は
〃
残
念
″
と
の
た
め

平成9年度

こ

野
田
看
護
専
門
学
校
学
生
募
集

れ

Ⅱ
推
薦
入
学
試
験
の
お
知
ら
せ
Ⅱ

▼推薦の要件 謎
学
科
推
薦
入
学
試
験
願
書
在
中
」

と
明
記
し
、
簡
易
書
留
郵
便
で
郵

送※
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、

受
け
付
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
試
験
結
果
ｎ
月
巧
日
（
月
）
推

根
戸
小
学
校
で
は
、
「
環
境

学
習
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
、
社

会
科
・
理
科
・
生
活
科
を
中
心

と
し
た
授
業
と
古
紙
の
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
や
Ｅ
Ｍ
菌
に
よ
る
土

作
り
な
ど
の
体
験
活
動
に
取
り

み
ん
な
の
夢
を
市
長
に

環
境
学
習
に
取
り
組
む
根
戸
小
児
菫

且■■■■■■■■■

第1看護学科（3年課程）

(1)平成9年3月に高等学校を卒業見込みの者
(2)調在誉の評定平均値が3.8以上の者あ

第2看護学科（2年課程）

|び
I

こ’
◎平成9年3月に准看趣婦学校を卒業見込みの者
(1)成紙が各学年次上位10%以内の者

(2)高等学校を卒業または平成9年3月に商等学校を卒業
見込みの者

◎商等学校衛生看護科または准看趣婦学校を卒業後、医
療施設等で准看謹婦(士)として5年以上の勤務経験を
有する者

ただし、准看艘婦学校を卒業した者は、高等学校を
卒業または平成9年3月に高等学校を卒業見込みの者

あ
れ

組
ん
で
い
ま
す
。

３
年
生
の
社
会
科
の
授
業
で
は
、

「
鳥
と
人
が
仲
良
く
で
き
る
場
所

は
ど
こ
に
作
っ
た
ら
良
い
か
を
考

え
よ
う
」
を
学
習
し
、
自
分
た
ち

の
夢
や
願
い
を
〃
市
長
さ
ん
へ
の

手
紙
″
と
し
て
、
ま
と
め
ま
し
た
。

と
も
ま
さ
あ
い

７
月
巧
日
（
月
）
、
友
政
亜
唯
ざ

ん
と
同
級
生
３
人
が
代
表
と
し
て

福
嶋
浩
彦
市
長
を
訪
ね
、
手
紙
を

渡
し
ま
し
た
。
（
写
真
）

福
嶋
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
夢
や

願
い
を
大
切
に
し
、
人
と
鳥
が
共

存
す
る
ま
ち
は
、
ど
ん
な
ま
ち
な

の
か
、
よ
く
研
究
し
ま
す
」
と
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
こ

た
え
て
い
ま
し
た
。

薦
者
（
学
校
長
ま
た
は
施
設
長
）

あ
て
に
文
書
で
通
知
し
ま
す

※
出
願
書
類
等
詳
し
く
は
、
〒
２

７
８
野
田
市
中
根
３
１
６
の
１
県

立
野
田
看
謹
専
門
学
校
壷
（
里
０

２
２
２
へ

~

※共通要件（第1・第2看護学科いずれも）
(1)本人または1親等の親族が平成8年4月以前から引き

総き千葉県内に住所を有する者
(2)合格した場合、本校に入学し学業に専念できる者

(3埣業後、千葉県内に看護職として総業する強い意志を
有する者’

－
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くりやま なおこ

直子ちゃん
山･1歳7か月）

栗山
す ケンブリッジ大学キングズカレ

ッジ合唱隊によるコンサートですむ

し日時・場所9月9日(月)午後

1時30分開場、市民プラザ

し入場料1500円（お茶付き）

※入場券発売所等、詳しくは市民

プラザ盆(83)2111へ

(青
ー

ー ＝ ~ 三
鐘
。
』

、
噌
峠

’”

’
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あさひ
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P
布佐中学校では、来年創立50周

年を迎え、記念誌を発行します。

学校とその周辺の古い写真があ

りましたら、ぜひお貸しください。

シ連絡先・問い合わせ布佐中学

校壷(89)2426

市内在住の障害者の方、いっし

ょに農作業をしてみませんか。

シ募集人数若干名（通所は、来

年の4月からになります）

惨活動日・場所毎週月から土曜

日（第1．3土曜日は除く)､小規

模作業所「むっぽし」（柴崎）

し作業内容農作業、作物販売

し費用昼食代として月額5000円

し給料月額3000円

※詳しくは、9月2日(月)から30

日(月)までに原田公(84)6258へ

し日時・場所*9月7日(土)午

後1時30分から4時･市民プラザ

＊9月8日(日)午後1時30分から

4時…布佐ステーションホール

*9月14B(土)午前g時30分から

正午…天王台北近隣センター

腰参加費無料

歩問い合わせエコピユアあびこ

壷(84)6840

国圏圓．
⑬⑤⑨圃圖

▼社会福祉事業基金にと、合村賢

之助様（並木)､柏小売酒販組合青

年部会我孫子支部様から寄{寸があ

りました。

▼社会福祉協議会に福祉のために
いく皇

と、中村伊公子様(台田)、高林と

く様(並木)、太子会我孫子支部様、

湖北台団地管理サービスセンター

様から寄付がありました。

伝日程10月17日（木）・18日（金）

※資格取得には2日間出席が必要。

シ場所消防本部2階大会議室

し定員先着60名

し費用4000円（テキスト代含む）

し申し込み・問い合わせ申込雪

（各消防署・分署に用意）に必要

事項を明記し、9月24日(火)から

27日(金)午前9時から午後5時ま

でに消防本部予防課丑(84)0119へ

持参

I

市 民柔道大
《
室

騨
函
９
月
溺
鰯

鞍

陽日時・場所10月3日(木)午前

9時受け付け、市民体育館

し種目2ダブルス1シングルス

による団体戦（1チーム5名）

し参加費1チーム3000円

※参加方法等、詳しくは松村壷

(82)0982へ

螺
シ曰時9月13日(金)から18日

(水)午前10時から午後6時（だだ

し、13日は午後1時から、18日は

午後5時まで）

し場所市民プラザ（入場無料）

し問い合わせ田崎壷(82)0826

〃日曜当番医＝テレホンサービス
毎休日救急歯科診顕日＝休日救急歯科診撤所(市民会飽内)9:冊~11:30
面結婚相駿＝社会福祉協醗会10:00～14:00
毎市民画癖館休館瞳=家庭の日

”休日当番医＝テレホンサービス
毎休日救急歯科診砿日＝休日救急歯科診原所(市民会館内)9:側~11:30
毎市民会館・市民図書館休館
函･つつじ荘・西部福祉センター休館

伝活動内容我孫子の歴史を学び、

地域文化を8ミリビデオ等で記録

し活動日毎月1回の例会

医参加資格市内在住の方
た立つくり

し問い合わせ玉造壷(84)2847

~－

雰辮聴獺謡朧コレギウムレガーレ
市民プラザ･ｻﾛﾝｺﾝｻー ﾄ

Ｉ
ｂ

市税は便利な口座振替で
9月2日（月）は、市・県民税第

2期分の納付期限でず。忘れずに

納めましょう。なお、口座振替に

すると納め忘れもなく便利ですの

で、ぜひご利用ください。

=収税課窓(85)1111＝

布佐中学校創立50周年
古い写真の提供をリウマチの会

0幅鬮乍業所
rむっぽし」通所希望者消費生活講座

「輌入食品の安全性」

楽しく遊ぼう|譜測
EM(有用微生物群)説明会
｢EMで健康･快適な生活を」

初心者ふれあい陶芸(後期）
r共に楽しもう」参加者

講演会｢変わりつつある男と女」
ともに創る地域社会をめざして

甲種防火管理者講習会

第36回昭和の演歌
｢歌と踊り夏の大会」 産業まつり

企業出展・青空市出店者

第19回連盟書道展
日曜当番医･1週間の行事
プレ爪らノサーiヒス凪《8洲311W

1⑧

2月

5火

斗水

5木

⑰金

7土

8⑧

9月

10火

11水

12木

13金

14土

画日曜当番医＝テレホンサービス

可休日叙急歯科診醗日=休日＃億歯科診爾所(市民会館内)9:00~11:30
毎結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

直r心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
虞か市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
c"つつじ荘・西部福祉センター休館

雪法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
‐つつじ荘・西部福祉センター休館

画市民図震館休館

童法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
画･市民プラザ休館

〃酒害相談＝保健センター13:30～15:00
壷健康相談＝つつじ荘10:00～11,30

瞳画一市役所閉庁(一部の施設は除く）

画日曜当番医＝テレホンサービス

函･休日叙急歯科診擬日=休日救急歯科診鰻所(市民会館内)9:冊~11：30

画･交通耶故相険＝市民相談室10:00～15:00

町心配ごと相麟＝保健センター9:00～15:00
画･市民会館・市民図書館・雁の博物館休館
ずつつじ荘・西部福祉センター休館

雷法律相鱗＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

可健康相麟＝西部福祉センター10:00～11:30

毎市民プラザ休館

‐アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00

毎健康相醗＝つつじ荘10:00～11:30

雪市役所閉庁(－部の施設は除く）

16⑤

獅子価Iるさと産品機品

我孫子ｵｰデｨｵ
自作オーディオ

ﾌｧﾝｸﾗプ
コンサート

ホームヘルパー養成研修
｢3級課程」受講者

第41回大利根美術協会展

ｿﾌﾄボー ﾙ連盟杯大会

茶道連盟月釜
SB体操会員

家庭婦人卓球大会
きり》うぴかい

第11回鳩美会油絵展
我孫子ビデｵｸﾗブ会員


